









































1 .1 .動調語形 sraddha
1 .1.1 .リ夕、ヴェーダ [RVJ には，動詞語形が計7回現れる。 6カ所がインドラ，
lカ所がアシュヴィン讃歌中である srad…dadhamiX 147，1，…dhattana 1 103，5， 
…dhatta I 12，5，…dadhat X 39，5 (yatha)， adhayi 1 104，7 ; srad-dadhati 155，5， srad-
dadhana-1 103，3 ;さらに， Inf. srad-dhe kam 3 1 102，2， VAdj. sraddhita-1 104点。他
にかadは，目的語として，使役形 (Kausativ)dhapayaとともに (X151，5，→ 
1.2.1. )，乃至 kar!krとともに (srad…krdhiVIII75，2，下に引用)現れる。
srad +dhaの格支配としては，与格 (Dativ) との結合が挙げられる。例えば
1 103，5 srad indrasya dhattana vY.りあ祝日君たちは]インドラの勇猛さに信を置
けJ，1 104，6 sraddhitan:z te mahata indriyaya I君の偉大なインドラの力に信が置
かれた」 同7adha manye srat teαsma adhayi Iそこで，私は思う。そういう君
に(今まさに)信が置かれた」。一一I12，5は構文上「神を信ずるJ(‘glauben' ) 
と解釈することも可能ではあるが，ここでも「信を置く J(‘vertrauen' )が考
えられていると思われる:yan:z sma pr;cchanti kuha seti ghoram I utem ahur nai，干0
2 KOHLERはOLDENBERGおよびLEVIの見解を p.8f.に次のように要約している:
OLDENBERGはsraddhaを「ひとを贈与(布施)に向かわせる心理状態Jdie zum Geben 
treibende Seelendispositionの意味で認めている (Religiondes Veda， 11894， 565 n.3…)。
彼はヴェーダ文献の複数層から出典を挙げ，それらに["信仰に基づく(当然，贈
与という形で証明される)信頼Jglaubig回 (naturlichin Gaben sich beweisendes) 
Vertrauen，さらに「祭宮たちと彼らが行う祭式行為がもっ神聖な力に対する確信j
Zuversicht zur heiligen Karft der Priester und ihres Opfems (Die Lehre der Upanishaden， 
11915， 203 nユ.)， ["贈与することと結びついた恵みへの，とりわけ，贈与の受け手
がもっその恵みを保証する職の重みへの信頼JVertrauen auf den Segen， der mit dem 
Geben verknupft ist， und insonderheit auf die diesen Segen gew泊11"1eistendeWurdigkeit des 
Emp白ngers(Die Weltanschauung der Brahma明ーTexte，1919， 215 n.4)の意味を設定し
ている。 S.LEvIは「神々へのではなく，祭式固有の力の存在とそれを実行する祭官
たちへの信頼JVertrauen， nicht auf Gotter， sondem in die eigentlichen Krぽtedes Opfers 
und auf die白 vollziehendenPriesterという結論に達している (Ladoctrine du sacrifice 
dans les Brahmanas 108-122)。これに対し GELDNERは神々(への信頼)をも含めて
いる (Vedismusund Brahmanismus， 1908， 118 n.7)。一一最後の GELDNERの指摘は，
文献層の違いを，少なくともその表現面における違いを反映している;HACKER 
WZKSO 7 188f. = K1.Schr. 474f.“Summ紅y"をも参照。








sraddhZt-， credoの語義と語形について (63) 





例外として， 1103，3に対格 (Akkusativ)が現れる:sa jatubharma sraddadhana 
ója~ I puro vibhindann acarad vf das功「彼(インドラ)は，生まれつき包容力を
持ち， [自らの]肉体力[こそ]を信と定めながら，城塞(防御壁)を破り壊
しつつ進んだ，ダーサに属する[城塞]を[破り]壊し[ながら]J 0 srad-dha 
が i(を)信ずる，頼みとするJという一語に展開していた可能性が考えられ
る。パーリ語(→ 1.8.)，新アヴェスタ語(→ 2.2.)における Akk.支配を参
照のこと。
絶対用法，または Dativが省略された用法と解される例もある:X 39，5 ta vaf1J 
nu navyav avase karamahe I 二yafnnasatya srad arfr yatha dadhat iそこで君たち両
者を，今[我々への]助力のために，新たな者たちと我々は為そう。ここにい
る族長が，両ナーサッティヤよ， [:t君たちに]信頼を置くことになるようにJ0 4 
さらに，srad karlkrが一度現れる:VIII 75，2 uta no deva devaafn I acha voco 
vid向tara~ I srad vfsva vaηa k1:dhi iそして，神(アグニ)よ，我々のために，
よりよく知っている者として，神々に向かつて語れ。あらゆる望ましいものた
ちを，信となせ」。正確な意味は明らかでない。いずれにせよ sradは中性単数




て， X 151，5参照(→ 1.2.1.)。
4 堂山英次郎『リグヴェーダにおける 1人称接続法の研究~ (大阪大学 2005)284参照。
5 hfd-I心臓」が中性名調であることをも参照。
6 後藤敏文「荷車と小屋住まい:SBぬlamasJ印度学仏教学研究55-2(2007)，805， n.16， 
“Reisekarren und das Wohnen in der Hutte: salam as im Satapatha-Brahmal).a"， Gs. 
Elizarenkova (印刷中)， n.24，“Funktionen des Akkusativs und Rektionsarten des Verbums 














ならない。例えば:V司asaneyi-SarhhitaVIII 5 (マントラ)srad asmai naro vacase 
dadhatana Iこのことばに，男たちよ，信を置けJ;乱1aitraYaJ;lISarhhita 11 6，3P: 
62，10 (散文)satyaJtl vai ca匂ur.neva vace sraddadhati I視覚は真実なのだ。こ




の活用を示す:Nom. Sg. -o， Instr. 0 aya: <本kred-dhhl-eh2-oS. SCARLATA (→ 8.) 
262f.参照。語根活用の場合には，本来， Nom. Sg.にすが， Instr. Sg.に *sraddha
が求められるが，女性の語根名詞，特に行為名詞の実体詞の場合，二次的に -a-
語幹に移行したと考えられる場合も稀ではない， cf. LANMAN JAOS 10 (1877) 444， 
447， WACKERNAGEL-DEBRUNNER AiG 11 126，128。意味は動作を意味する実体詞「信
を置くこと，信頼」である。例えば， 1 108，6 yad abravam prathamaJtl vaJtl vr弱no
I 'ayafn somo asurair no vihavyα与ItaJtl saりlaJtlsraddham abhヴ ahi yaωm I atha 








ることになる:VII 32，14 sraddhaなtemaghavan parye divf vaji vajaJtl si~ãsati I君
にまさしく信を置く者として，有能者よ，向こう側に属する日(新年)に，競
争の勝者として[戦車]競争を勝ち取りたい」。しかし，sraddhayaと並んで，
Instr. Sg. sraddhaは可能であり， I君への信頼によってJと解釈することを妨げ
ない。











1. sraddhayagni与sam idhyate I sraddhaya huyate havi与 1 sraddham bhagasya 
murdhani I vacas a veaαyamasi 1 2. prかaytzsraddhe dadata与 priyaytzsraddhe 
didasatalJ 1 priyam bhoj匂uyajvasuv I idam mαuditaytz k-t;dhi 1 3. yatha deva asure伊 l
sraddham ugr，左手ucakrire 1 e均mbhoj勾uyajvasuv I asmakam uditaytz kr;dhi 1 4. srad-
dhaytz deva yajamana I vay勾opaupasate 1 sraddhaytz hrdayyayakuりJaI sraddhaya 
vindateνasu 1 5. sraddham pratar havamahe I sraddham 附 dhyaytzdinampari 1 
















jによって，物を， [ひとは]見出す(自らのものとする)0 (→ 1.5. ) 
5.sを，朝，我々は呼ぶ，
















最終詩節の使役形 sraddhesrad dhapayeha nalJ 1 sraddha-よ，ここ(地上)に
おいて， (ひとびとの)信を，我々の上に置き定めさせよ」は，sraddha-の語
を解き開いて使役形で表現したものであり (1信頼させよJ)，sradが当時生き






信じない」があり， Paniたちについて用いられている (VII6，3) 0 sraddhiva・a.1信
頼するに足るJ(X 125，4)は srad+dhaの弱形から Suffix-vaーによって作られ
た名詞(形容調)である('"'-'A V IV 30，4 sraddheya-1信の置かれるべきJ)。
1.3. sraddha-と真実 satya-とが RVIX 113にソーマ (Soma) について並記さ
れている:2. rωvakena satyena sraddhaya tapasa sut，幼「正しい発言によって，真
実[を語ること]によって，信を置くことによって，苦行(肉体的努力)によっ
て搾られたJ; 4.r的f[lvadann rωdyumna I satyaf[l vadan satya初 rmanI sraddhaf[l 







(1996) 857， Langue， style et s加 C加redans 1e monde indien. Centenaire de Louis Renou 








sraddhι， credoの語義と語形について (67) 
sraddha-["実現する信頼J1 108，6 (→1.2.) 0 RV以降の文献について， HACKER 
(→8.) 170=456は KOHLERの挙げない AiBrVII 10，4を引く sraddhapatni 
satyaf[l yajamãna~. sraddha satyaf[lωd ity utωmaf[l mithunaf[l. sraddhaya saりlena





1.4. sraddhaーと思考 manas-との関係を伺わせる用例があり ，sraddhみが概





MS 1 4，lOP:59，2 ~ KS XXXII 7:26，15 yo vai sraddham ana1abhya yajate papiyan 
bhavaty. apo vai sraddha. na vaca grhyante na yaju拘.-ati va eta vacam nedanti ati 







中に収まることを謂うものであろう。平行箇所 TS 1 6，8，1では sraddhaーが
manas-と等置される文が加わるに至る iyafnvai man劫「思考はこれ (s)なの
だJ， 阪本(後藤)純子，本誌論文~ 4.3.参照。→5.5.0srad +dha と比較す
べき*manas+ dhaの造語法については，→ 7.。
10 HARA IJ 7 (→8.) 139f.， 142:“an impersonal and neutral principle as the object of 










1.5. 心臓ザd-，ザdayaーとの関係については， RV X 151，4 (→ 1.2.1. )が一つ
の手がかりを与える sraddhaYflhrdaYiyaYaak句/aI sraddhaya vindate vasu r心臓
にある意図(計画)によって sraddha-を，sraddhaーによって財物を[ひとは]



















阪本(後藤)純子が明らかにしたように， 12 r祭式と布施の効果J(i~tãpürtá-) 
が，死後天界において確実に本人の手に戻ることを保証し，これを巡る議論を
11 注20参照。後の文献における，心臓の中の「欲望JBAU IV 4，7v k，加layo 'sya hrdi 
srit劫， r渇望，渇愛JUttarajjhaya XXIII 45 -48 (t，仰加心臓の中に生えた毒のあ
る果実をつけた蔓草)をも参照。
12 阪本(後藤)純子『今西順吉教授還暦記念論集「インド思想と仏教文化J~ (1996) 
882 -862， Junko SAK馴 OTO・GOTO “Das Jenseits und i~tãpürtá- ‘die Wirkung des 
Geopferten-und-Geschenkten' in der vedischen ReligionぺIndoarisch，Iranisch und die 





















ネルギー)と捉えられており， r祭官が』を見出す(獲得する)J JB II 23f.， PB 
XII 11，25，りが入り込むJTB II 11，8，P'" KathUp 1 2 (ナチケータスの物語)， 
r sraddhaーが祭官を見出す(獲得する)J VadhAnvakh IV 51 (IV 31，1， CALAND 
NO.75: 192，2)などといわれる。「信頼を受ける」意味で Gerundiv sraddhaniyaー
も用いられる:JB I 426， II 23; JB I 218， 290， II 24，例えば，sraddhaniya me 





1) sraddha-と水たちとの同置:例えば， MS IV I，4P : 5，18 yo vai sraddham 
analabhya + yajate nasya + devamanu~ya i干fayasrad dadhaty. ap幼 pr，仰のaty.apo 















und VaruI;laヘlndoarisch，lranisch und die lndogermanistik， Erlanger Tagung 1997 
(Wiesbaden 2000) 159f. n.39。五火二道説などとの関連では，宇宙を循環する










3) sraddha聞と tapas-r努力のもつ熱力，苦行J(→ 1.3. ) 13， sraddhaーと神々
(祭式を通して，天界の神々や祖霊に食料を贈る文脈に sraddhaーが役割を果た
すことはないか)， K加 LERの解釈がともすればそれに偏りすぎた sraddhみと報
酬・布施 (daksina-) との関係，などもあらためて具体的に確認する必要があ
ろう。


















uaddha-， cred，δの語義と語形について (71) 
挙げる HACKER，HARA， BHATIACHARYAの研究を参照されたいf初期仏典には，
Pa1i sadaαhati i，-， (Akk.)を信じるJ(→ 2.2.， cf. 1.1.1.)， saddhι 「信心J，





じない[者Jが見られる (azrazdai Nirang. 17 = Pursis. 6，あるいはαzrazda-




31，1 (ザラトゥシュトラのことば)ta V~ Uruuata marJ1'Jto I agusta vaca s~nghãmahl 
I aeibiiδyoiケ'UuataiSdr，房δ|α向hiiagaeea VlmJr可cαiteI alcYt aeibiiδνahista I yoi 






である:Yasna 53，7 (ザラトゥシュトラのことば)atca V~ mlzdJm al]hat Iαhiia 
14 HACKERはヴェーダ文献をも改めて検討している。 HARA.HACKERはsraddha聞と bhakti-
「捧げることJとが，働く次元を異にする別概念であることを明確に指摘している。
ヒンドゥータントリズムにおける両概念については，引田弘道『ヒンドゥータント
リズムの研究~ (1997) 31， 87， 206， 346， 348， 357， 463などを参照のこと。
15 仏教における「信」とその隣接概念仏raddha-，prasada-， adhimukt卜，bhakti-など)
に関する研究文献は膨大なものに上ると思われる。藤田宏達「原始仏教における信
の形態」北海道大学文学部紀要第6号 (1957)65-110， ~原始浄土思想の研究~ 1970， 




magahiia I Yαuuα:t azus zrazdisto I bunδi hαxtaiia I paraca mraocqs aoraca I ya(}ra 
mainiius druguuato anqsa[ para... iだが，君たちには，この献納に対する報酬が
あることになる。最も信仰篤い者は azus (&π. Ae"{.意味不明)を遠ざけること
になる，太腿の根底において，出たり入ったりしながら，欺く者の精神が消え
て無くなったそこにおいて。…(??) J 
Suffix -ti輸による名詞(行為の実体詞)zrazda iti_ ["信を置くこと，信頼するこ
と」の用例は，例えば，次のザラトゥシュトラの言に見られる:Yasna 43，11 
spuYjtum a[ (}uua I mazda m初ghYahura I hiia[ ma voh品Ipain.jasa[ manaIJha I hUαf 
xsma uxおisI dYd幼hepaouruuYm I sadra mδi sqs I masiiaesu zrazda itis I tal 








2.2.動詞語形は新アヴェスタ語に見られる:Yt 9，26 ya me daenqm mazdaiiasnYm 







る。インドでも，パーリ語の Akk.支配に同様の展開が推定される(→ 1.8.，cf. 
1.1.1.)。










の語として*drazda・が回収される。ただし，“wenn‘ergeben，fromm' (Hinz NU 
92f.， mit Lit. dagegen Sz…)" (MA YRHOFER EW Aia I 663 s. v. sraddha-)。
3. ラテン語においては， r (人・物を)信じる，信頼する」の意味で cred，δ(1





credoは *kred + * dheh，の活用形による。印欧祖語における *dheh，の現在語幹
は3.Sg. * dhe-dhohdiであり，インド・イラン語派はこれを直接引き継ぐ。西
ゲルマン語派に属する英語 do， ドイツ語 tun， ドイツ語の弱変化過去形 -teも
最終的にはこの語幹に遡る。ギリシャ語は -Iーによる Reduplikationに移行:はhE-
mi。ラテン語は Simplexにはfacio (-kによる拡張[由来不明J，*十Pr弘， フ
ランス語faire等はこれに遡る)を用いるが，複合語には，本来の重複現在語
幹の跡が残っている:語中の変化を経て，re四 dd，δ，re-ddere，αb-do， ab-dere 
(*re-di-d，δ， ab-diぬから Synchope土 Geminataの単子音化)， 2. Pl. Iptv. inde 
(Plautus)。いずれも弱語幹形から母音幹活用 (thematisch) に移行，すなわ
ち，仁d()-> * -da-> [アクセントのない音節で]-de-の経過を辿ったものであ
る。 *kredと*dheh，の問の音韻変化は，語中の変化によらない urital.* kred + 
te> *creφo>  *crezao，または，語中の変化を仮定して，なred-dh
。
> * kredzd hO > voralat. * krezd hO > * crezd 0 > cred 0 (一般にたZd(h)ー>lat. -stーで
あるが，他の複合語の -do，-dereに倣い，元に戻されたもの)と説明される。
前者は SOMMERHandbuch der lateinischen Laut-und Formenlehre (21914) 242f.が
可能性として挙げる見解であり，後者は M. LEUMANN Lateinische Laut- und 
Formenlehre (1977) 168が採る解釈である。いずれにせよ，cred，δ， credereは
facioによらない固定された形から出発しており，インドで sradが活用形を示
さず，動詞前接辞として機能していることと符合して，由来の古さを示す。













vorkelt.仁zdh四 >-t-(現代アイルランド語 -d-) による， 1. Sg. no-cretim， 3. Sg. 
nad-id-chreti， rel. cretes， crettes， creitesなど。コーンウオール(ケルノウ)
語cresy，中期ブルトン(ブレイス)語 cridijf，現代ブルトン語 kridi，kredi 0 
--名詞(中性):古・中アイルランド語 crider心臓J(現代アイルランド語
croidhe)，ウエールズ(カムリ)語 craidd r中心，心臓J，ブルトン語 kreizr中
央J<*正radjo-(* kradio白， PEDERSEN Vergleichende Grammatik der keltischen Sprachen 
1， 1909， 69， LEWIS-PEDERSEN A Concise Comparative Celtic Grammar， 1937， 15) 17，お
そらく<* kred -ih2O-。
5.インド・ヨーロッパ祖語における事情概観
5.1. 名詞 *ghred-dhehバ>古アヴェスタ語 zrazda-r信を置く，信頼しているJ，
あるいは， * kred-dheh1ーから語頭子音を変換? (→5.5.); * kred-dhh1必h2->古
インドアーリヤ語 sraddhι「信を置くことJ(*kred-dheh1-r信頼している」も
ありうるか，→ 1;2. )。
5.2. 動詞:印欧祖語*kred +dheh1，現在語幹 -dhe-dhoh1十dhe-dhh1-r心臓?/
信念?を定めるJ>それぞれの活用体系に。
5.3. 本kerd-Ikrd-，それとも， * kred-Ikrd-?: Schwebeablauesは想定しがたい。
SCHINDLER Sprache 25 (1979) 58bf. (Rz. KELLENS Nom-racine) は-s-St但nmを想定






* kred-ih2o-(?) >ケルト語(中性)，→4. 
17 W ALDE-POKORNY Vergleichende Worterbuch der indogermanischen Sprachen 1 (1930) 423 
はアイルランド語形をくなr;diom，その他をくなrodiomから導く。


















* kerd-i (Lok.) >ギリシャ語 Dat.ker-i，アルメニア語 sirt(Nom.) 
語頭の子音を異にして(中性): 
* gherd-







Zdr~d- ， 新アヴェスタ語 Zdr~ゐiia- ， ゲルマン語派:英語 heart，
ドイツ語Herzなど
5.5.これらを総合すると，印欧祖語において， I心臓」を意味する語に①*gherd-


















6. リグヴェーダにおいて，心臓に座を占める働きは kratu-(< * kretu-) i精
神力，念力」である(→ 1.5.)。リグヴェーダの詩は，理念として，頭部にあ
る思考作用によって形成され，心臓に位置する精神の力によって，ことばとい
う形で表明されて実現する。20 先に，sraddhみと思考 (manas-)との関係 (1.4.)， 
sraddhふと心臓 (hfd-，hfdaya-)との関係 (1.5.)に触れたが，リグヴェーダ，
古アヴェスタに，思考と心臓とを重ねる表現「心臓によっても思考によっても」









*manas-/mans-/mns-+dha: 1) *mfJs-dhehl->古インドアーリヤ語medha- (一
般に)i智慧J，アヴェスタ語Mazda-(Nom.Sg. -sによって男性名調化， + Ahura-
「主，首長J); _-2) *mans + dhehl:形容詞*mns-d hhl-r，か/*mans-dhh1・ro-> 
古インドアーリヤ語 medhira-'"古アヴェスタ語 hu明 qzdra-，新アヴェスタ語
mqzdra-;動詞「何かに(:Akk.)思いを向けるJ21古アヴェスタ語 m初-ca..
[mqz]dazdum Y 53ふ mazdal]ho.dumY 45，1， Inf.古アヴエスタ語m初ーcadaidiiai 
Y 31ふ cf.古インドアーリヤ語mandhatar- (パーリ語Mandhata)。




20 WI1ZEL-GOTO・DoyAMA -J AZle Rig -Veda. Das heilige Wissen. Erster und zweiter Liederkreis. 
Verlag der Weltreligionen， FrankfurtlLeipzig 2007，649: zu 1105，15，813: zu I 35，2 (GOTO 
による)参照。
21 *mansをAkk.と解すると，もう一つの対象のAkk.の解釈に困難があるかも知れな
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Zur Form und Bedeutung des W ortes sraddha -und credo 
Toshifumi Got凸
Auf dem Bericht anl泌lichder 48. Tagung unserer Gesellschaft， Sendai 28. 5. 2005， fusend， 
lassen sich das Verbum srad十dha‘Vertrauen，Uberzeugung legen， bestimmen' und das Nomen 
sraddha-‘Vertrauen， Glaube' im Altindoarischen in Form und Gebrauch kurz ube中尚負:1.1. 
verbale Formen von srad dha: 1.1.1. im写gveda，srad ka成 rusw.， 1.1.2. in den Yajurveda-
Sari1hitas und BrahmaJ)as; 1.2. Nomen sraddha-: 1.2.1. RV X 151， Lied an die Sraddha， 1 .2.2. 
ωraddhム sraddhivム 1.3. sraddha-und satya-‘das W油re'，1.4. sraddha-und manas-
‘Denken'， 1 .5. sraddha-und hfd・，hfdaya-‘Herz'， 1 .6. sraddha-in den Brahma早as，1.7. -1.8. 
weitere Entwicklungen bis in die hinduistitsche Literatur und in p剖isaddahati. 
Dann werden die altiranischen (avestischen) Formen und Belege uberblickt: 2.1. aav. zrazda-
'vertrauend' Y 31，1，jav.αzrazd，αー(oderazrazda-)， aav. zrazdiSta-Y 53，7， zrazdaiti-Y 43，11，2.2. 
jav. zrasca da[ Yt 9，26， 2.3. ap. * drazda-im LW im Aramaischen. 
Lateinsich cred，δ‘vertraue， glaube' und die keltischen Formen werden besprochen (3.， 4.)， 
und die Sachlage wird bis ins Urindogermanische verfolgt: 5.1. Nomen * ghred-dhehl-> aav. 
zrazda-， * kreιdhhl-eh2-(auch * kred-dheh1-?) > aia. sraddhι，5.2. Verbum *kred +dhehl， Pras. 
-Stamm 同dhe-dhohl・/-dhe-dhhl-，5.3. 神電kerd-/krd-und * kred北 rd-， 5.4. Worter 品r‘Herz' :*kred-
ih2o-， * kfd-， * kerd-， kerd-i， * gherd帽， * ghud-i， * ghrd-， 5.5. * gherd-/* ghrd明 und* kerd-/* krd閑品r
‘Herz' und * kred-. 
Fur das W ort * kred-last sich ursp尚nglichdie Bedeutung einer im Herzen sitzenden 
Geistesfunktion vermuten， die， auf Verwirklichung bezogen， fur Urteil， Uberzeugung bzw. 
Entscheidung zustandig ist. Am Schlus werden vergleichbare Bildeweise * manas-11ηans-/mf}s-
+ dha， *mi(lI)s-dhehl-，羽2ie1!s・-dhehlangegeben ( 7 .)， und eine kurze Liste der Literatur zu 
sraddha-wird verzeichnet (8.) 
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